
海

防

に

使

用

さ

れ

た

船

に

つ

い

て

黒
船
来
航
以
前
の
海
防
に
お
い
て
は
、
洋
式
の
軍
船
を
造

っ
て
異
国
船
と

対
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
独
自
の
発
展

を
遂
げ
て
い
た
和
船
に
よ

っ
て
対
応
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
海
防
に

使
わ
れ
た
船
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

青
　
山
　

水ヽ
　
久

―
ト
ル
）
、
深
さ
三
尺

（九

一
セ
ン
チ
）
と
い
う
寸
法
で
あ
り
、
船
首
は
波
切

り
を
よ
く
す
る
た
め
尖
鋭
な
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
押
送
船
は
、
そ
の
耐
波

性
と
快
速
性
の
た
め
に
浦
賀
奉
行
所
の
番
船
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

（２
）
五
大
力
船

五
大
力
船

（ご
だ
い
り
き
ぶ
ね
）
も
海
防
に
使
用
さ
れ
た
船
で
あ
る
。
こ

の
船
は
、
江
戸
を
中
心
と
し
た
関
東
周
辺
の
米
穀

。
薪
炭

。
千
鰯
の
輸
送
に

あ
た

っ
て
い
た
。
長
さ
は

三

一
尺

か

ら

六

五

尺

（九

。
四
～
十
九

・
七
メ
ー

ト
ル
）
幅
は
八
尺
か
ら
十

七
尺

（二

。
四
～
五

。
二

メ
ー
ト
ル
）
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
特
徴
は
、
海
か

ら
そ
の
ま
ま
川
に
乗
り
入

れ
て
市
中
の
河
岸
に
横
づ

け
し
て
荷
役
が
で
き
る
点

で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に

江
戸
市
中
の
河
岸
に
乗
り

入
れ
る
た
め
、
船
体
の
幅

も
狭
く
、
喫
水
も
浅
く
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
川
に

入

っ
て
か
ら
は
悼
で
航
行

で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
海
川
両
用

上
口九
　
ほ
日前

（１
）
押
送
船

海
防
に
使
わ
れ
た
船
と
し
て
は
、

先
ず
、
押
送
船

（お
し
お
く
り
ぶ

ね
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
押
送
船
と

は
、
江
戸
市
民
に
鮮
魚
を
提
供
す

る
た
め
、
江
戸
湾
周
辺
の
漁
村
か

ら
鮮
魚
を
運
送
し
て
い
た
船
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
風
波

が
強
く
て
も
確
実
に
航
海
す
る
必

要
か
ら
、
帆
走
を
従
と
し
て
櫓
を

押
し
て
航
行
し
た
。
そ
の
た
め
押

送
船
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表

的
な
も
の
は
、
七
丁
櫓
で
、
全
長

三
人
尺
五
寸

（十

一
・
七
メ
ー
ト

ル
）
、
肩
幅
八
尺
二
寸

（二

・
五
メ

押

送

船

上

ロ
式
蔵
　
ケ
一ユ
　
相
漢

奏
房
・
上
総
辺
海
付
二
有
え

長

　
二
人
四
五
尺
ヨ
リ

四
人
五
六
尺
マ
テ

状
　
八
九
尺

所
ニ
ョ
リ

縄
舟
上
魚
小
井
卜
云

図 1 押送船 (『 東京市史稿 港湾編第二』より転載)

図 2 五大力船 (『東京市史稿 港湾編第二』より転載)
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織
ネ
ゼ穫
私
裟
議断
給
Ｈｙ
，

ネ
′
玖
↓
子
晨
ふ
ノ
ロ
■夫
一■
一ヽ

綸
社曇
Ｃ
（ざ
　
ョ
尋
食
薇
議
ぶ

＃
襲嬢
数
　
，■

議
一Ｍ
Ｆ
不

キ
タ
Ｔ
金
ぶ
　
と
細

サ
ム
を
ぶ

代
彗
″峯
　
　
　
　
　
　
　
■
，

虫
令
リ
キ
働

，
，
キ
石
惇
１

１
ス
ス
掟
●

虫
７
子
ヘ
ニ
ヾ

４
三
二

ム
悪

講
，

ユ
ニ

の
船
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
船
の
載
貨
重
量
は
、
小
は
六
十
石
積

（載
貨

重
量
九
ト
ン
）
く
ら
い
か
ら
大
は
五
百
石
積

（載
貨
重
量
七
五
ト
ン
）
ま
で

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

図
３

天
当
船

⌒右
下
が
天
当
船
。
『日
本
庶
民
生
活
史
料
集
茂
第

十
巻
』
６５９
頁
よ
り
転
載
。

底
本
の

『今
西
氏
家
舶
縄
墨
私
記

ｏ
坤
』
は
、

東
京
都
立
中
央
図
書
館
近
藤
海
事
文
庫
所
蔵
。）

（３
）
天
当
船

天
当
船

（
て
ん

と
う
ぶ
ね
）
も
海

防
に
使
用
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
小
廻
船

や
漁
船
な
ど
に
使

用
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
船
型
は

一
つ

に
は
特
定
で
き
な

い
が
、
共
通
し
た

特
徴
と
し
て
は
長

く
突
き
出
し
た
尖

っ
た
先
端
部
を
も

っ
て
い
る
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
押
送

船
の
よ
う
に
三
階

造
り
の
和
船
形
式

の
船
で
あ
る
。

（４
）
伝
馬
船

最
後
に
伝
馬
船

（て
ん
ま
せ
ん
）
に

ふ
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
船
は
、
航
海

中
は
曳
航
さ
れ
る

か
ま
た
は
本
船
に

搭
載

さ
れ

て

お
り
、
入
港

す
る
時

に
陸

岸
と

の
連
絡

や
荷
物

の
運

搬

に
使
用
す

る
小
船

の
こ

と
で
、
「橋
船
」

「
孵
　
（
は

じ

け
）
」
と
も
い

う
。
船
体
は
、

先
端

が
上
棚

よ
り
突
出

し

な
い
形
式
で
、

こ
れ

が
伝
馬

船

の
特
徴

と

い
え
る
。

注

‘
“
、
ァ
“
＾
ニ
ノ

，
タ
ル
ヽ
ア
ン
′

養
う
０
与
え

，
■

詭

―――
―――
――‐
ｕ
　

ｎ
Π

＝
＝

り

‥中
　

ぞヾ中「
―

手
り
爆
７簑
を
ｏへ
〓人
ダ
イ
轟
予
↑
花
イ

大
キ
ヤ
よ
登
夫
一（
あ

，
・―
々
，
．プ
す
ｘ
，

ふ
お
れ
′
こた
・ヽ
ウ
チ
燿
Ｉ
な
ハ武
■

，

ス
ニ
ふ
ヽ
な
ノ
た

，
Ｉ
君
ノ，
ハヽ
、理
″

こ
れ
ら
の
押
送
船
、
五
大
力
船
や
天
当
船
は
、
異
国
船
渡
来
時
に
は
、
水

主
な
ど
が
乗
り
込
ん
で
海
防
に
使
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
船
を
何
艘
用
意

す
る
の
か
、
水
主
な
ど
が
何
人
乗
り
込
む
の
か
、
ま
た
、
異
国
船
へ
乗
り
付

け
る
な
ど
の
異
国
船
渡
来
時
の
警
備
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
船
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
海
防
担
当
藩
に
よ

っ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
た
（↓
。
乗
船

す
る
水
主
も
多
数
に
な
り
、
兵
糧
米
の
炊
き
出
し
だ
け
で
も
藩
財
政
に
と

っ

て
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

図 4 伝馬船 (『 日本庶民生活史料集成第十巻』654～ 5頁より転載。

底本は前掲『今西氏家舶縄墨私記・坤』。)
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（１
）
　

川
越
藩
に
つ
い
て
は
、
『神
奈
川
県
史
　
資
料
編
１０
　
近
世
０
』
資

料
番
号
五
三
、
六
六
～
七
〇
頁
、
『同
』
史
料
番
号
六
四
、
九
四
～

一

〇

一
頁
を
参
照
。
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